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【事前申込み不要、聴講無料】

14：40～15：40

｢金属粉末３Ｄプリンタ開発の現状とその可能性｣
近畿大学 工学部長　教 授　京極　秀樹

３Ｄプリンタは、オバマ大統領の演説以来、急速に注目を浴びてきており、とりわけ金属粉末３Ｄ
プリンタは、航空宇宙、自動車、産業機械、生体材料分野などに広く利用されてきている。本
講演では、金属粉末のレーザ積層造形技術を中心に装置開発や製品開発の最新動向、金属粉末
３Ｄプリンタ開発における課題、国のプロジェクトによる金属粉末３Ｄプリンタの可能性などについて紹介する。

愛媛大学大学院工学研究科修士課程修了、工学博士（東京工業大学）。広島県立工業技術センター研究員を経て、近畿大学工学部助教授、教授。
２００８年より現職。その間、テキサス大学オースティン校客員研究員、日本機械学会副会長、日本機械学会機械材料・材料加工部門長等を歴任。
主な受賞歴としては、日本機械学会部門賞（功績賞）等。
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司　会／実行委員長　牧野　彰宏　教授

 午　前

10：00～10：10　　所長挨拶	 	 所　長　高梨　弘毅 教 授

◆一般講演（所内教員）

10：10～10：50

｢マルチスケール計算材料科学｣
	 教　授　毛利　哲夫
10：50～11：30

｢酸化物界面の制御技術と特異な低温量子輸送｣
	 教　授　塚﨑　敦
11：30～12：10

｢量子ビームの複合利用による物性・材料研究の未来｣
	 教　授　藤田　全基

 午　後
◆特別講演

15：50～17：30　ポスターセッション

18：00～19：30　ポスター賞表彰式

13：30～14：30

｢最近の宇宙輸送系の動向と課題について｣
室蘭工業大学　航空宇宙機システム研究センター長　教 授　東野　和幸

近年の宇宙関連の輸送系は次期基幹ロケットの開発が開始されるものの新規概念として低コスト
化、高信頼性化に加えて、クリーン燃料の使用と再使用型、さらにsuborbital 飛行などの方向
にある。ここでは材料分野を含む現在と近未来の輸送系とりわけ推進系について上記の観点から
最新の動向、実際の連携研究例、基盤研究と応用研究例等を紹介する。同時に技術課題についても触れる。

昭和５３年３月：東北大学大学院工学研究科機械工学専攻博士課程修了、工学博士。
昭和５３年４月～：現ＩＨＩ（株）宇宙開発事業部にて、Ｈ-１、Ｈ-２ロケット推進系や宇宙環境利用、衛星推進系等の研究開発に従事。平成１５年１０月～：
（株）ＩＨＩエアロスペースにて、技術部長、技監等を歴任。平成１９年３月～：航空宇宙システム工学専攻長等、宇宙開発委員会特別委員等を歴任。
平成２６年４月～：航空宇宙機システム研究センター長。平成１０年：日本産業技術大賞受賞。

profile

金研127講演会ポスター_責.indd   1 14/05/01   18:55


